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注 1）文献 8）p.8。 
注 2）文献 9）p.5。 
注 3）文献 14）p.733：受賞有感（建築雑誌，1972）。文献 15）p.8。 
注 4）文献 16）p.216。文献 14）p.432：自然との調和が大切（日本経済新聞，1982.01）。 
注 5）文献 8）p.6。 
注 6）文献 8）pp.6-7。 
注 7）文献 8）p.6。 
注 8）文献 8）p.11。 
注 9）文献 14）p.613：線に詩趣あり（谷口吉郎作品集刊行委員会編，谷口吉郎作品集，淡
交社，1981）。 
注 10）文献 8）p.11。 













注 13）文献 25）p.124。 
注 14）文献 14）p.442：設計について（建築と社会，1951.07）。 
注 15）文献 14）p.742：大阪の建築界のこと（早稲田建築№9，1973.05）。 
注 16）文献 14）p.398：建築と装飾（伊那レポート№12，1977.10）。 
注 17）文献 9）p.14。ヒアリング：株式会社 谷村建設(2013.02.26)。 
注 18）文献 14）p.699：わたくしの建築観（建築年鑑，1965）。 
注 19）文献 14）p.657：設計態度（近代建築，1964.01）。 
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注 20）文献 18）p.71：模型と先生（三浦模型 三浦栄次郎）。 
注 21）文献 7）補遺 p.33：「箱根樹木園休息所」について。 
注 22）文献 7）補遺 p.50：「小山敬三美術館」について。 
注 23）文献 7）補遺 p.177：「谷村美術館」について。 
注 24）文献 14）p.698：わたくしの建築観（建築年鑑，1965）。 
注 25）文献 14）p.697：わたくしの建築観（建築年鑑，1965）。 










































































線織面 : 導線-曲線 
      母線-直線 
複曲面 : 導線-曲線 
      母線-曲線 
平面 : 導線-直線 



















図 1-1 図学における曲面の種類 








1965）」、「村野藤吾の造形意匠 全 5 巻（和風建築社 編，京都書院，1994）」、「村野藤吾 建
築案内（村野藤吾研究会 編，TOTO 出版，2009）」に所収されているものを使用する。計
画が実行された建築作品 249 件注 13）のうち、写真資料が存在するもの、かつ、増改築や内














曲線や曲面の表現がなされている建築作品は 1930 年代では全体の約 30％であったものが、
1970 年代には約 45％に増加し、1980 年代には半数に表現されている。さらに、戦前はほ










































図 1-2 村野藤吾の建築作品における曲線・曲面表現の分類 


















注 1）文献 30）p.159。 
注 2）文献 31）p.vii。 
注 3）文献 29）p.294。 
注 4）文献 39）p.400。 
注 5）文献 39）p.1024。 
注 6）文献 39）p.1441。 
注 7, 8, 9, 10）文献 25）p.136。 
注 11）文献 10）1975→1988 p.309。 
注 12）建物内部は後年大きく変更されている可能性が高いため、除外する。 







図 1-3 村野藤吾の建築作品における曲線・曲面表現の変遷 
1930年代 1940年代 1950年代 




























































本章では、グラフ 1 マスの大きさを建築設計において一般的な半間（= 900 × 900mm）の
寸法に設定し、原寸大の母線とグラフの図形とを重ね合わせて形を比較する。 
 













は円弧ではなく 4 次関数𝑦 = 𝑥4の曲率に近似し、壁中央部分は直線に近づく（図 2-3）。 
東側外壁面の軒裏部分（母線 Tk-②～⑦）：基準母線は Tk-③とする注 15）。Tk-②、④～⑥
は基準 Tk-③を回転した形である（図 2-2）。Tk-⑦は基準 Tk-③の一部を切り取った形であ
る。Tk-①は基準母線よりもわずかに曲率半径が大きい。基準 Tk-③は円弧のような曲率半
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掲頁 図面名称 抽出線 番号 
p116-117 1 階平面図 導線：平面外形 ― 
p120 東側立面図 母線：壁 Tk-⑧，⑨ 
p121 西側立面図 母線：壁 Tk-⑮，⑯ 
p122 断面図（1） 母線：壁，導線：屋根 (Tk-⑫) 
p123 断面図（2） 母線：壁，導線：屋根 (Tk-⑫) 
p124 断面図（3） 母線：壁，屋根 Tk-① 
p125 断面図（4） 母線：壁，屋根 Tk-②，③，④ 
p126 断面図（5） 母線：壁，屋根 Tk-⑤，⑥，⑦ 
p127 断面図（6） 母線：壁，屋根 ― 
p134-135 断面詳細図 母線：壁，導線：屋根 Tk-⑫ 
p136-137 矩計図 母線：壁 
※接地面付近の形が断面
図と異なる 
p140 A 断面図 母線：壁 Tk-⑩ 
p141 BF 断面図 母線：壁 Tk-⑪ 
p142 CE 断面図 母線：壁 Tk-⑬ 
p143 G 断面図 母線：壁 Tk-⑭ 









径が大きくなっている。基準 Tk-⑫はグラフの図形との比較から、懸垂線 𝑦 = 𝑎 𝑐𝑜𝑠ℎ (𝑥/𝑎)  
𝑎 = 1.7 に近似する（図 2-5）。 
屋根：屋根にはむくりがつけられており、北から南に向かって母線の形が 2 次関数 𝑦 = 𝑥2 
から 10 次関数 𝑦 = 𝑥10 へ徐々に変化している（図 2-6）。さらに Tk-⑥では楕円の一部を
切り取った形に近づき、Tk-⑦では凹凸が逆転して反り屋根となっている。 
 
表 2-1 宝塚カトリック教会 複曲面の導線と母線（文献 6：第 5 巻） 











































図 2-3 宝塚カトリック教会 複曲面(外壁面)の基準母線の形 
東側と北側外壁面の複曲面の母線は、4 次関数（接地面付近）と直線
（壁中央部分）に近似する。 

































 図 2-6  宝塚カトリック教会 複曲面(屋根)の母線の形 
𝑦 = 𝑥10 
𝑦 = 𝑥4 
















屋根の母線は、北側から順に 2 次～10 次関数の範囲内でカーブの形が変化している。
Tk-⑥は楕円の一部である。Tk-⑦では曲面の凹凸が逆転している。 
図 2-5  宝塚カトリック教会 
 複曲面(北側外壁面・軒裏部分)の 
 基準母線の形 
𝑦 = 𝑎 𝑐𝑜𝑠ℎ (𝑥/𝑎) 







図 2-4  宝塚カトリック教会 
 複曲面(東側外壁面・軒裏部分)の 
 基準母線の形 
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基準 H-③と同形状もしくは相似形である（図 2-8）。基準 H-③はグラフの図形との比較か
ら、接地面（＝原点）付近のカーブは 8 次関数 𝑦 = 𝑥8 の曲率に近似し、壁中央部分は 10










= 1 注 19）に近い形である（図 2-10）。導線は楕円の一部を切り取った形もしくは 8 次
関数 𝑦 = 𝑥8 （図 2-11，2-12）、母線は楕円に近似する（図 2-11）。 
馬蹄形平面部分の陸屋根：馬蹄形平面部分の陸屋根については、建物中央部分付近は 4






































図 2-7 箱根樹木園休息所 複曲面の導線と母線の関係 
箱根樹木園休息所の外壁面と屋根は、導線と母線が曲線の複曲面である。 
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掲頁 図面名称 抽出線 番号 
p2-3 配置図 導線：平面外形 ― 
p6-7 1 階平面図 導線：平面外形 ― 















p20-21 矩計詳細図 母線：柱，バルコニー H-⑤，⑥ 
p22-23 玄関廻り詳細図 母線：陸屋根 H-⑪ 
p24-25 屋根詳細図 母線・導線：屋根 ※茅葺き屋根 
p28-29 通用口詳細図 母線：陸屋根 H-⑭ 























図 2-8 箱根樹木園休息所の複曲面(柱・バルコニー面)における母線の変化 


































𝑦 = 𝑥8 





図 2-11 箱根樹木園休息所 
 茅葺き屋根  平面図(下) 
  側面図(上) 
図 2-10 箱根樹木園休息所 
 茅葺き屋根 透視図 
図 2-12 箱根樹木園休息所 
 複曲面(茅葺き屋根)の導線の形 

















図 2-9  箱根樹木園休息所 
 複曲面(外壁面)の基準母線の形 
外壁面の複曲面の母線は、8 次関数（接地面付近）
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図 2-14 箱根樹木園休息所 複曲面(馬蹄形部分・陸屋根)の基準母線の形 
𝑦 = 𝑥3 





4 次関数、軒先に向かって 3 次関数へと変化している。 
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 展示室やポーチ、便所の外壁面が複曲面となっている（図 2-15，表 2-3）注 20）。外壁面に
おける建物の接地面付近および壁中央部分の母線について分析を行った。 
 外壁面の接地面付近および壁中央部分：基準母線は K-④とする注 21）。基準母線の形は接
地面付近から曲率半径が増加方向に変化し、壁中央部分は直線に近い形である。外壁面の
母線 K-②は 0.9°、K-③～⑦は 2.5～3.2°傾いている。接地面付近の形は、いずれの母線
も基準 K-④と同形状もしくは相似形である（図 2-16）。基準 K-④はグラフの図形との比較
から、接地面（＝原点）付近は 6 次関数 𝑦 = 𝑥6 の曲率に近似し、壁中央部分は懸垂線 𝑦 =















掲頁 図面名称 抽出線 番 
p4-5 平面図 導線：平面外形 ― 
p6-7 立面図 母線：壁 ― 
p8-9 断面図 母線：壁，屋根 K-①，(④)，⑥，⑦ 





p26-27 展示室断面詳細図 母線：壁，屋根 K-⑤ 
 













表 2-3 小山敬三美術館 複曲面の導線と母線（文献 7：美術館 オフィス） 
② 
N 





















































図 2-16 小山敬三美術館の複曲面(外壁面)における母線の変化 
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の全てにおいて、基準 Tm-⑦と同形状もしくは相似形である（図 2-19）。基準 Tm-⑦はグ
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掲頁 図面名称 抽出線 番号 
p92-93 1 階平面図 導線：平面外形 ― 












p132-133 展示室 A 詳細図 母線：壁 Tm-⑳，㉒ 
p134-135 展示室 A 矩計図 母線：壁，屋根 Tm-㉑ 
p136-137 展示室 B矩計図 母線：壁，屋根 Tm-⑦，⑨ 
p138-139 展示室 C 矩計図 母線：壁，屋根 Tm-⑫ 
p140-141 
展示室 D 平面 
詳細図、矩計図 
母線：壁，屋根 Tm-⑩，⑲ 
p142-143 展示室 E 矩計図 母線：壁，屋根 Tm-㉔ 
p144 展示室 B詳細図 母線：壁，屋根 Tm-⑧ 
p145 廊下矩計図 母線：壁，屋根 Tm-⑥，㉓ 

















表 2-4 谷村美術館 複曲面の導線と母線（文献 7：美術館 オフィス） 


































図 2-19 谷村美術館の複曲面(外壁面)における母線の変化 
外壁面の母線は Tm-⑦が基準の形で、母線は全て基準母線と同形状もしくは相似形で
ある。縮小：基準母線と相似の関係にあることを示す。数値は縮小率。 






































図 2-20 谷村美術館 複曲面の基準母線(外壁面)の形 
外壁面の複曲面の母線は、5 次関数（接地面付近）近似し、壁中央部分は垂直である。 
図 2-21 谷村美術館 複曲面の母線と村野藤吾のスケッチとの比較 
村野藤吾は Tm-⑦、㉔を垂直から傾きを付けた形に修正している。パラペットやトップライトの形は
円弧ではなく、曲率半径が変化するカーブに描いている。ｒ：参考のため円弧の形を示す。 






























化する高次整関数 𝑦 = 𝑥𝑛 に近似する。同じ個所での村野藤吾のスケッチの線は、4 次関数 
𝑦 = 𝑥4 の曲率になっている。一方、外壁中央部分の母線の曲率半径は無限大に大きく、懸
垂線や高次整関数 𝑦 = 𝑥𝑛 に近似される。村野藤吾は、外壁面を垂直ではなく傾け、接地面
Tm-⑦ 





𝑦 = 𝑥4 
壁中央部分 
図 2-22  谷村美術館 
 村野藤吾のスケッチ 
 (接地面付近)の形 
































注 1）文献 9）p.54。 
注 2）文献 8）p120。 
注 3）文献 8）p.12。 
注 4）文献 8）p.12。 
注 5）文献 9）p.14。 
注 6）ヒアリング：株式会社 谷村建設(2013.02.26)。 
注 7）ヒアリング：株式会社 三浦模型(2012.04.19)。 
注 8）分析対象作品の選定理由としては、外形が不整形な複曲面で表現されていること以外
に、これまで増改築が行われずに現存していること、単体の建築作品であることも条件






注 10）http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~tomodak/grapes/ (2013.04.13 アクセス) 




注 13）基準母線の形は矩計図に図示されるが、図面を調査した結果、矩計図（文献 6：第 5
巻 p.136）と断面図では接地面付近の形が大きく異なっていたため、断面図（3）（文献 6：
第 5 巻 p.124）に図示された東側外壁面の断面線を基準母線とした。 
注 14）文献 14）p.482：宝塚カトリック教会（建築と社会，1967.02）。文献 6）（第 5 巻 祈
りの造形 p.136）に「壁倒レ基準」が図で指示されており、角度にして 10 度ほどである。 
注 15）断面図（3）（文献 6：第 5 巻 p.124）に図示された東側外壁面の軒裏部分の形は、場
所によって形が変化する。東 4 通りは内部会堂の南北方向の中央にあたるため、Tk-③を
基準母線とした。 













注 21）矩計図（文献 7：美術館 オフィス pp.18-19）に図示された断面線を基準母線とした。 
注 22）建物内部も複曲面であるが、本章では分析対象外とした。 
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注 23）京都工芸繊維大学美術工芸資料館所存品番号 AN.4974-28「断面図」。 
注 24）文献 7）美術館 オフィス p.136。 
注 25）文献 7）美術館 オフィス p.114, 128, 136, 140。 
注 26）展示室 B 矩計図（文献 7：美術館 オフィス pp.136-137）に図示された断面線を基
準母線とした。 





































𝑦 = 𝑥2 
曲率半径 
r 
図 A 4 次関数 
村野藤吾の建築作品の曲面 
における接地面付近の形 







図 C 放物線 



















注 29）文献 14）p.650：自己を語る（近代建築，1964.01）。 
放物線 
𝑦 = 𝑥2 
r 
曲率半径 




𝑦 = 𝑎 𝑐𝑜𝑠ℎ (𝑥/𝑎) 
 




𝑥2 + 𝑦2 = 𝑎 
r 
曲率半径 



































る注 9）。宝塚カトリック教会も設計段階において 1/50 の油土模型が制作されている注 10）。③
現場：村野藤吾は自ら現場へ赴き、最後まで形に変更を加えている。宝塚カトリック教会


































図 3-1 宝塚カトリック教会 実測箇所（東側外壁面・北側外壁面・会堂内部の天井） 
東側外壁面 北側外壁面 会堂内部の天井 




































図 3-3 宝塚カトリック教会 実測方法 
宝塚カトリック教会 平面図 
複曲面である東側外壁面、北側外壁面、会堂内部の天井面の 3 ヵ所について
実測する。水平方向に通り芯を含む約 1m 間隔に行う。 
実測の様子。三脚の上に固定した測域センサの位置を原点とし、分析対象の複曲面までの距離










図 3-2 宝塚カトリック教会 実測箇所位置図 







の北東角から会堂南端（基線 2）までの間を約 1m 毎に 27 ヵ所について母線（垂直方向）
の形状の実測を行った(図 3-4)。実測図 E-1～24 は会堂の側壁部分、実測図 E-25 は会堂の
側壁と祭壇横の窓との境界、実測図 E-26 は祭壇横の窓中央部分、実測図 E-27 は聖具室の
側壁端部を実測したものである(図 3-5)。 
東側外壁面の接地面付近の形状について、会堂の南北中心（通り芯番号：4 通り）の位置
での実測図 E-13 を基準母線として実測図 E-1～12、14～24 と比較したところ、全てにお




実測図 E-13（基準母線）とグラフの図形との比較から、接地面付近は 4 次関数 𝑦 = 𝑥4 に


































































































 図 3-5-1 宝塚カトリック教会 東側外壁面における実測図 











































 図 3-5-2 宝塚カトリック教会 東側外壁面における実測図 











































 図 3-5-3 宝塚カトリック教会 東側外壁面における実測図 











































 図 3-5-4 宝塚カトリック教会 東側外壁面における実測図 











































 図 3-5-5 宝塚カトリック教会 東側外壁面における実測図 











































 図 3-5-6 宝塚カトリック教会 東側外壁面における実測図 











































 図 3-5-7 宝塚カトリック教会 東側外壁面における実測図 












































図 3-6 東側外壁面・実測図(外壁面)の 
 複曲面における基準母線の形 
図 3-7 東側外壁面・実測図(軒裏部分)の 
 複曲面における基準母線の形 
𝑦 = 𝑥4 
接地面 
壁中央部分 























































 図 3-8-1 東側外壁面における実測図と設計図との形状の比較 











































 図 3-8-2 東側外壁面における実測図と設計図との形状の比較 
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北側外壁面について設計図（文献 6）：屋根曲線詳細図、A 断面図、BF 断面図、CE 断面
図、G 断面図）に基づき、建物の北東角から北西角までの間を約 1m 毎に 27 ヵ所について
母線（垂直方向）の形状の実測を行った(図 3-9)。実測図 N-3～7 は建物入口側の外壁面、
実測図 N-8～26 は小聖堂（アルター）を含む会堂北側の外壁面、実測図 N-1 は北東角の角
切り部分中央、実測図 N-2 は北東角のガーゴイル部分、実測図 N-27 は北西角の角切り部分
中央を実測したものである(図 3-10)。 
北側外壁面の接地面付近の形状について、東側外壁面の実測図 E-13（基準母線）と実測
図 N-3、4、14～17、23～27 とを比較したところ、全てにおいて実測図 E-13（基準母線）
の一部と同形状であった。 
建物入口側の軒裏部分について実測図 N-7 を基準母線として N-1～6 と比較したところ、
北東角部分を除いた N-3～6 において実測図 N-7（基準母線）と同形状もしくは相似形であ
った。また、会堂北側の軒裏部分についても同様に、実測図 N-15 を基準母線として N-8～
14、16～27 と比較したところ、全てにおいて実測図 N-15（基準母線）と同形状もしくは
相似形であった。 
実測図 N-15（会堂北側・基準母線）とグラフの図形との比較から、軒裏部分は懸垂線 𝑦 =
𝑎𝑐𝑜𝑠ℎ (𝑥/𝑎)  𝑎 = 1.7  に近似する(図 3-11)。また、実測図 N-7（建物入口側・基準母線）の軒


































































図 3-10 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図一覧 




































 図 3-10-1 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図 




































 図 3-10-2 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図 




































 図 3-10-3 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図 




































 図 3-10-4 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図 




































 図 3-10-5 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図 




































 図 3-10-6 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図 




































 図 3-10-7 宝塚カトリック教会 北側外壁面における実測図 









































N-15 𝑎 = 1.7 




N-7 𝑎 = 1.4 
図 3-11 北側外壁面・実測図 
 (軒裏部分・建物入口側)の 
 複曲面における基準母線の形 

















































 図 3-13 北側外壁面における実測図と設計図との形状の比較 




































 図 3-13 北側外壁面における実測図と設計図との形状の比較 
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会堂内部の天井面について設計図（文献 6）：1 階平面図、断面図（1）～（5））に基づき、
会堂内の北側壁面から祭壇手前までの間を約 1m 毎に 17 ヵ所について母線（水平方向）の
形状の実測を行った(図 3-14)。実測図 CL-1～17 は天井面を東西方向に実測したものである
(図 3-15)。 
天井面の形状について実測図 CL-10 を基準母線として CL-1～9、11～17 と比較したとこ
ろ、平面形状が会堂前方に向かって堂内の幅が狭くなるのにしたがって、2 階・聖歌隊席の
上部以外は実測図 CL-10（基準母線）と相似形に変化している。 
実測図 CL-10（基準母線）とグラフの図形との比較から、天井部分は三角関数  𝑦 =



























図 3-14  宝塚カトリック教会 
 会堂内部の天井面における実測の様
子 
















































































図 3-15-1 宝塚カトリック教会 会堂内部の天井面における実測図 





































図 3-15-2 宝塚カトリック教会 会堂内部の天井面における実測図 





































図 3-15-3 宝塚カトリック教会 会堂内部の天井面における実測図 





































図 3-15-4 宝塚カトリック教会 会堂内部の天井面における実測図 









































𝑎 = 4.3 
図 3-16 会堂内部の天井面・実測図の複曲面における基準母線の形 
図 3-15-5 宝塚カトリック教会 会堂内部の天井面における実測図 











東側外壁面の接地面付近は、設計図と等しく 4 次関数 𝑦 = 𝑥4 に近似する曲線を母線とす
る曲面になっていることに加え、接地面にも傾斜が付けられている。さらに直線的になっ
ている壁中央部分の長さが設計図よりも短くなっているため、外壁面と接地面が連続する
より大きな曲面を作り出している。また軒裏部分は、設計図と等しく 6 次関数 𝑦 = 𝑥6 に近
似する曲線を母線とする曲面になっている。 
北側外壁面の接地面付近は、東側外壁面のカーブの一部と同形状である。また軒裏部分












注 1）文献 9）p.54。 
注 2）文献 8）p.120。 
注 3）文献 18）p.71。 
注 4）文献 12）③壁・開口部 p.289。 
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注 5）文献 14）p.484：宝塚カトリック教会（建築と社会，1967.02）。 
注 6）文献 10）1964→1974 pp.228, 256-257。 
注 7）文献 17）p.150。 
注 8）文献 16）p.116。 
注 9）文献 14）p.629：建築家の人間形成（SPACE MODULATOR, 1960）。 
注 10）ヒアリング：株式会社 三浦模型(2012.04.19)。 
注 11）文献 18）p.71。 
注 12）http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~tomodak/grapes/ (2013.04.13 アクセス) 
注 13）宝塚カトリック教会の屋根も複曲面であるが、実測が困難であったため分析対象外
とした。 
注 14）文献 14）p.482：宝塚カトリック教会（建築と社会，1967.02）。文献 6）（第 5 巻 祈
りの造形 p.136）に「壁倒レ基準」が図で示されている。 
注 15）文献 14）p.484：宝塚カトリック教会（建築と社会，1967.02）。 



















249 件のうち、写真資料が存在するもの、かつ、増改築や内装計画以外の 191 件の外形に
















































スケッチの線では傾きが 0°から 1°に修正されている。 
建物の入隅や出隅部分の曲面も接地面付近と同様に、曲率半径が一定な円弧を母線とす
































側外壁面の接地面付近の母線は 4 次関数⁡𝑦 = 𝑥4⁡に近似し、さらに接地面にも傾斜が付けら
れていた。さらに、直線的になっている壁中央部分の長さが設計図よりも短くなっている
ため、外壁面と接地面が連続する大きな曲面を作り出している。東側外壁面の軒裏の母線



























注 1）文献 14）p.467。 
注 2）文献 14）p.397，p.467，p.629，p.651，p.696，p.719，p.743。 
注 3）文献 14）p.400，p.697。 
注 4）文献 14）p.400。 
注 5）文献 9）p.13。 
注 6）文献 14）p.431。 
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